
い
ま
し
た
。
古
戦
場
小
公
園
に
も
お
い
で
下
さ
り
誠
に
有
り
難
く
、
今

回
の
見
学
会
に
深
ぐ
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
史
跡
探
訪
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
正
　
映

　
今
年
の
史
跡
探
訪
会
は
、
天
台
宗
の
末
席
に
名
を
列
ね
る
者
と
し
て
、

大
変
参
考
に
な
る
一
日
で
あ
っ
た
。
国
東
半
島
一
帯
は
殆
ど
訪
ね
て
い

る
が
、
安
心
院
・
院
内
方
面
に
も
天
台
の
遺
跡
や
修
行
跡
が
多
く
、
昔

日
の
繁
栄
が
目
に
浮
か
ぶ
。
特
に
「
仙
の
巌
」
の
威
容
に
は
驚
く
。
外

観
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
の
発
掘
に
よ
り
、
当
時
の
様
子
が
判
明
で
き
た

ら
と
思
う
。

　
天
台
系
で
は
な
い
が
、
「
地
獄
・
極
楽
」
も
往
時
の
信
仰
の
深
さ
に

感
心
す
る
。

　
私
が
住
職
を
勤
め
て
い
る
行
橋
市
の
隣
町
勝
山
に
あ
る
「
胸
の
観
音

寺
」
で
は
、
此
処
を
大
型
と
し
た
よ
う
な
山
を
信
仰
霊
場
と
し
て
、
北

九
州
一
帯
よ
り
の
信
者
が
登
っ
て
く
る
。
約
壱
千
年
の
昔
よ
り
絶
え
な

い
信
者
を
大
事
に
導
く
こ
と
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
現
在
の
世
相
を
考
え
る
と
き
、
月
に
一
度
で
い
い
、
家
族
・
友
人
と

観
音
参
り
な
ど
で
憂
さ
や
悩
み
を
晴
ら
す
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
頂

き
た
い
。

　
楢
本
の
石
仏
群
の
威
容
さ
を
見
る
に
つ
け
、
臼
杵
の
よ
う
に
風
雨
を

凌
ぐ
対
策
を
講
じ
、
観
光
宣
伝
に
力
を
入
れ
た
ら
と
宇
佐
市
に
要
望
し

た
い
。

　
め
歴
史
博
物
館
に
は
何
度
も
行
っ
て
い
る
が
、
「
み
仏
の
美
と
か
た

ち
」
に
展
示
さ
れ
た
仏
像
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。
翌
日
太
宰
府
の
国
立
博

物
館
に
出
か
け
た
が
、
大
分
の
展
示
物
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
そ
れ
に
決

し
て
劣
ら
な
い
と
思
う
。

　
私
は
終
生
の
友
と
し
て
木
彫
り
に
励
ん
で
い
る
が
、
参
考
に
な
る
作

品
を
拝
見
で
き
て
有
意
義
な
一
日
で
あ
っ
た
。
役
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
桂
昌
寺
跡
　
地
獄
極
楽
洞
窟
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
清
　
原
　
　
　
明

　
佳
話
寺
と
は
室
町
中
期
に
開
基
さ
れ
た
が
、
江
戸
中
期
頃
に
は
無
住

廃
寺
と
な
っ
た
と
云
う
。
江
戸
後
期
頃
、
一
老
僧
が
復
興
を
悲
願
し
て
、

四
国
八
十
八
ヵ
所
の
霊
場
を
巡
礼
し
て
い
る
時
、
地
蔵
菩
薩
の
霊
夢
を

受
け
、
又
江
戸
の
傑
僧
「
巍
純
（
午
道
法
印
）
」
と
巡
り
あ
っ
た
。

　
老
僧
は
こ
の
巍
純
に
事
情
を
話
し
霊
夢
の
こ
と
を
告
げ
懇
願
し
て
、
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こ
の
桂
昌
寺
跡
に
案
内
し
た
。

　
案
内
さ
れ
た
巍
純
（
午
道
法
印
）
は
近
郷
の
村
人
に
辻
説
法
で
桂
昌

寺
の
復
興
を
説
き
、
協
力
し
て
本
堂
か
ら
庫
裏
ま
で
再
建
し
た
。
さ
ら

に
引
続
き
堂
の
裏
側
の
岩
山
に
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
洞
窟
を
掘
り
、
物

語
に
あ
る
地
獄
極
楽
の
洞
窟
を
完
成
さ
せ
た
。

　
こ
の
洞
窟
を
地
元
古
恵
良
菊
男
先
生
よ
り
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
話

術
で
案
内
し
て
頂
い
た
。

　
洞
窟
に
入
る
と
前
後
左
右
に
沢
山
な
石
仏
で
一
杯
、

’
洞
窟
の
順
路
は
、

物
語
に
あ
る
様
に
、
亡
く
な
っ
た
人
は
、
先
ず
六
地
蔵
に
案
内
さ
れ
、

閻
魔
大
王
を
は
じ
め
十
王
か
ら
、
裁
判
を
受
け
る
。
こ
こ
に
小
さ
な
池

が
在
り
水
鏡
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
顔
を
映
し
て
地
獄
か
極
楽
が
決

ま
る
。

安心院富青野の滝

　
地
獄
で
は
馬
頭
・
午
頭
の
赤
鬼
、
青
鬼
に
引
き
ず
ら
れ
て
三
六
メ
ー

ト
ル
の
地
獄
道
を
進
む
、
途
中
「
三
途
の
川
」
「
奪
衣
婆
」
「
商
の
河
原

と
地
蔵
菩
薩
サ
「
赤
鬼
青
鬼
の
い
る
血
の
池
地
獄
」
が
迷
路
と
な
っ
て

い
る
。
地
獄
道
を
無
事
抜
け
る
と
、
今
度
は
菩
提
坂
を
越
え
て
二
四
メ
ー

ト
ル
の
極
楽
道
と
な
る
。

　
途
中
に
十
三
仏
が
安
置
さ
れ
、
こ
の
十
三
仏
に
救
わ
れ
て
、
明
か
り

さ
す
彼
岸
（
極
楽
）
に
着
く
、
こ
こ
に
は
「
来
迎
弥
陀
」
「
観
音
菩
薩
」

「
勢
至
菩
薩
」
が
一
緒
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。

　
岸
壁
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
文
字
が
彫
ら
れ
た
石
碑
が
立
っ

て
い
る
。
一
方
洞
窟
の
中
央
部
（
来
迎
仏
の
横
）
よ
り
垂
直
の
縦
穴
五

メ
ー
ト
ル
が
あ
り
、
鎖
づ
た
い
に
登
る
と
丘
の
上
に
出
る
。
そ
こ
に
は

阿
弥
陀
如
来
像
（
ニ
メ
ー
ト
ル
）
を
は
じ
め
多
く
の
菩
薩
が
安
置
さ
れ
、

豊
後
富
士
や
鶴
見
岳
も
見
え
、
ま
る
で
極
楽
の
世
界
に
居
る
よ
う
な
気

持
ち
と
な
る
。

　
こ
の
様
な
構
図
の
洞
窟
・
私
ご
と
き
無
知
職
な
者
に
は
仏
様
の
名
前

一
つ
解
ら
な
い
、
只
想
わ
れ
る
こ
と
は
、
今
よ
り
三
〇
〇
年
ぐ
ら
い
昔

廃
寺
と
な
っ
た
寺
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
一
老
僧
・
巍
純
と
云
う
江
戸

の
傑
僧
・
そ
の
働
き
、
そ
れ
に
協
力
し
た
村
人
、
長
い
歳
月
の
掘
削
、

頭
の
下
が
る
思
い
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
に
こ
の
様
な
後
世
に

残
す
遺
跡
が
造
れ
る
で
あ
ろ
う
か
疑
問
を
抱
い
た
。
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